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（
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）

本
日
、
私
た
ち
は
、
五
二
回
目
と
な
る
「
建
国
記
念
の
日
」
不
承
認
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

二
月
一
一
日
は
、
一
八
七
三
年
に
明
治
政
府
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
、
記
紀
神
話
上
の
神
武
天
皇
即
位
日
で
あ
る
「
紀

元
節
」
で
し
た
。
以
後
の
近
代
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
「
紀
元
節
」
は
、
国
民
統
合
と
軍
国
主
義
へ
の
思
想
動
員
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
「
紀
元
節
」
は
一
九
四
八
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
九
六
六
年
に
「
建
国
記
念
の

日
」
と
し
て
復
活
し
、
今
日
に
至
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
私
た
ち
は
、
歴
史
学
関
係
諸
団
体
、
労
働
組
合
、
民
主
団

体
や
市
民
と
幅
広
く
共
同
し
て
、
反
対
集
会
を
今
日
ま
で
開
い
て
き
ま
し
た
。

今
、
私
た
ち
の
歴
史
認
識
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
政
府
に
よ
る
「
明
治
１

５
０
年
」
関
連
施
策
の
推
進
で
す
。
明
治
政
府
が
神
話
に
依
拠
し
て
創
出
し
た
近
代
天
皇
制
国
家
が
、
国
民
を
主
権
者

と
し
て
認
め
ず
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
植
民
地
帝
国
を
生
み
出
し
破
綻
し
た
歴
史
を
直
視
す
る
な
ら
ば
、
「
明
治
の
精

神
」
を
一
面
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
現
天
皇
の
退
位
や
、
新
天
皇
の
即
位
、
新
元
号

制
定
の
問
題
で
す
。
退
位
・
即
位
の
実
施
は
、
私
た
ち
が
主
権
在
民
の
意
味
を
捉
え
直
す
機
会
と
す
べ
き
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
動
向
は
、
歴
史
に
学
ば
ず
立
憲
主
義
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
に
邁
進
す
る
現
政

権
の
姿
勢
を
反
映
す
る
も
の
で
す
。
昨
年
五
月
三
日
、
安
倍
首
相
は
改
憲
派
の
集
会
で
、
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
す
る

九
条
改
憲
案
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
衆
議
院
選
挙
後
も
両
院
と
も
に
改
憲
派
が
三
分
の
二
の
議
席
を
占
め
る
中
、
安
倍

政
権
は
年
内
の
改
憲
発
議
を
目
論
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
改
憲
案
は
、
安
保
法
制
を
追
認
し
、
自
衛
隊
の
任
務
・
権
限

を
政
府
の
解
釈
に
よ
っ
て
無
制
限
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

安
倍
政
権
に
よ
る
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
荷
担
す
る
も
の
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
を

不
安
定
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
北
朝
鮮
に
よ
る
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
対
し
て
安
倍
政
権
は
、
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
追
随
の

圧
力
一
辺
倒
外
交
を
押
し
進
め
、
国
内
に
対
し
て
は
「
脅
威
」
を
煽
り
世
論
を
誘
導
し
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
に
よ
っ

て
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
と
周
辺
の
海
域
は
中
国
や
北
朝
鮮
を
牽
制
す
る
米
軍
の
拠
点
と
さ
れ
、
オ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
軍

用
機
の
事
故
が
相
次
ぎ
、
名
護
市
辺
野
古
沖
で
は
、
海
兵
隊
普
天
間
飛
行
場
移
設
に
名
を
か
り
た
新
基
地
建
設
が
強
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
下
、
教
育
や
文
化
は
経
済
政
策
に
従
属
さ
せ
ら
れ
、
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
新
学
習
指
導
要
領
は
、
二
〇
〇
六
年
に
改
悪
さ
れ
た
教
育
基
本
法
を
反
映
し
て
、
「
道
徳
」
を
教
科
化
し
国
が
児

童
・
生
徒
に
特
定
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
財
界
か
ら
の
要
求
で
英
語
教
育
の
早
期
化
、

詰
め
込
み
教
育
を
学
校
に
強
い
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
学
に
対
し
て
は
、
軍
事
研
究
を
担
わ
せ
る
べ
く
、
防
衛
省
に

巨
額
の
予
算
を
つ
け
て
研
究
者
を
組
織
し
始
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
地
域
の
歴
史
文
化
は
、
文
化
財
保
護
法
の
「
改
正
」

に
よ
っ
て
、「
活
用
」
の
名
の
下
に
観
光
の
た
め
に
消
費
さ
れ
る
商
品
と
し
て
動
員
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
阪
府
・
市
に
お
い
て
は
、
安
倍
政
権
と
連
携
す
る
大
阪
維
新
の
会
に
よ
っ
て
、
カ
ジ
ノ
導
入
を
含
む
万
博
誘
致
、

「
大
阪
都
構
想
」
の
復
活
や
大
阪
府
立
大
学
と
大
阪
市
立
大
学
の
統
合
が
目
論
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
維
新
政
治

に
対
し
、
府
立
高
校
統
廃
合
へ
の
反
対
、
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
の
展
示
に
府
民
・
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
運
動
が
粘
り

強
く
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
動
向
に
対
し
て
も
、
安
保
法
制
廃
止
、
立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
市
民
運
動
は
健
在
で
す
。
全
国
の

草
の
根
運
動
に
支
え
ら
れ
、
近
年
の
国
政
選
挙
で
は
市
民
と
野
党
の
共
闘
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
礎
に
は
、
反

原
発
、
反
安
保
法
制
運
動
以
来
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
の
下
、
総
選
挙
で
自
民
党
が
得
た
得
票
率
は
小

選
挙
区
で
四
七
・
八
％
、
比
例
で
三
三
・
三
％
に
止
ま
り
、
安
倍
政
権
は
容
易
に
「
改
憲
」
を
発
議
で
き
ず
に
い
る
の

で
す
。

私
た
ち
は
、
本
日
の
集
会
を
通
じ
て
、
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
の
危
険
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

半
世
紀
を
超
え
て
積
み
重
ね
て
き
た
学
び
の
成
果
を
確
信
し
、
日
本
国
憲
法
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
立
場
か
ら
、
平
和

と
民
主
主
義
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
豊
か
な
思
想
・
文
化
と
、
過
去
と
現
在
を
真
摯
に
見
つ
め
る
歴
史
認
識
の
創
造
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・
職
場
・
学
園
で
呼
び
か
け
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
誓
い
ま
す
。

右
、
宣
言
し
ま
す
。

二
〇
一
八
年
二
月
一
一
日

「
建
国
記
念
の
日
」
不
承
認

二
・
一
一
大
阪
府
民
の
つ
ど
い


